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松永　美希
2020年は，日本にとって歴史に残る，煌びやかな1年になるはずであった。半世紀ぶりに東京でオリ
ンピックが開催され，スポーツの祭典に日本中で歓声が沸き起こる「はず」であった。しかしながら，
春先からの新型コロナ・ウィルスの感染拡大によって，オリンピックは延期となり，2020年は辛抱の1
年になった。
こうやって文章を書いている現在（2021年1月）も，新型コロナ・ウィルスの猛威は収まるどころ
か，より一層激しさを増しており，1日の感染者数が5000～6000人近くなっている。ふたたび，緊急事
態宣言が発出され，危機感と緊張感が強まっている。 
医療技術が進歩した現代社会において，これほどまでに感染症によって生活が一変するとはだれが想
像したであろうか。新型コロナ・ウィルスは，私たちの身体の健康を脅かすだけでなく，さまざまな社
会活動の自粛や抑制によって，心の健康にも大きな影響を与えた。例えば，職場ではテレワークが増え
て，同僚や上司との対面でのコミュニケーションが減った。学校でもオンライン授業や分散登校によっ
て友人と語り合ったり，新しい友人を作る機会が減っている。経済状況の悪化によって，仕事を失った
り，将来の見通しを持てない人も大勢いる。これらの影響は，自殺者数にも表れているといわれてい
る。2019年までに減少傾向であった自殺者数であるが，2020年7月以降は昨年度以降を上回るペースで
数が増えている。特に女性の自殺者数が増えていることが報道されている。
感染症は，これまでの歴史の中でも，私たちの心に深く影響を与えてきた。古くはペストであり，日
本ではハンセン病や結核も隔離の必要な感染症として扱われてきた歴史がある。感染症への誤った理解
は，差別やスティグマの問題にもつながっていく。感染症によるパンデミックは，私たちの「正常な判
断」までも奪ってしまう，恐ろしい病気である。すでに，新型コロナ・ウィルスについては，さまざま
な場面での風評被害や，外国人など特定の集団への排斥意識を高めているという調査結果もある。こう
いった差別やスティグマも，心理学の観点から問題解決を考えていくことも必要であろう。
そして，新型コロナ・ウィルスについては，時間経過とともに感染経路やリスク要因も明らかになっ
てきており，正しい情報を得ることで，感染をただ恐れるのではなく，このウィルスにどのように向き
合っていくのか，どのように付き合っていくのかということが注目されるようになってきた。そのよう
な態度は「ウィズコロナ」「アフターコロナ」と呼ばれて，私たちの生活様式を変えようとしている。
またコロナ禍によって，日常のありがたみに気づけたこともあった。移動制限中は家族との時間の大切
さに気づいたり，普段会えていた人のぬくもりや大切さに気づいたりした。またさまざまな社会活動が
制限されるなか，ちょっとした日常の出来事がいかに私たちに大事であったのかということも教えてく
れた。コロナ禍は，多くの人にとって，自らが大事にしたいこと，つまり生活や人生における「価値」
を見直す機会にもなった。
臨床心理学の領域においても，オンラインカウンセリングの積極的な導入など，大きな動きがあっ
た。ウィルス同様に，このような新しい方法とどのようにうまく付き合っていくのかは，まだ最適解を
探しているところなのかもしれない。私たち臨床家も，その時々において，適切な知識や情報を身に着
け，自らの臨床活動において大事にしたいことを見直しながら，歩みを止めないことが重要である。
